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（電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく 

書面交付請求による交付書面に記載しない事項） 
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 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

 会社の支配に関する基本方針 
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 連結注記表 

計算書類 

 貸借対照表 

 損益計算書 

 株主資本等変動計算書 

 個別注記表 

 

 

（2024年４月１日から2025年３月31日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社エコミック 

 
上記の事項は、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、書面交付請求をいただいた株主様に

対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。 
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事 業 報 告 

( 2024 年４月１日から 

2025 年３月 31 日まで ) 
 

 

 

１．企業集団の現況 

(1) 主要な事業所（2025 年３月 31 日現在） 

①当社 

本 社 札幌市中央区 

東 京 本 部 東京都新宿区 

 

②子会社 

栄 光 信 息 技 術 （ 青 島 ） 有 限 公 司 中国山東省青島市 

株式会社ビズライト・テクノロジー 札幌市中央区 

栄光未来信息技術（上海）有限公司 中国上海市 

 

(2) 使用人の状況（2025 年３月 31 日現在） 

① 企業集団の使用人の状況 

事 業 区 分 使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減 

B P O 事 業 147 名 ４名増 

そ の 他 事 業 ７名 ３名増 

合 計 154 名 ７名増 

（注）使用人数は就業員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー等を含む。）を除いております。 

 

② 当社の使用人の状況 

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数 

65(84)名 ７名減（１名増） 36.8 歳 6.4 年 

（注）使用人数は就業員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、パート社員（１人

１日８時間換算）は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。 

 

(3) 主要な借入先の状況（2025 年３月 31 日現在） 

該当事項はありません。 
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２．会社の現況 

(1) 株式の状況（2025 年３月 31 日現在） 

① 発行可能株式総数 8,000,000 株 

 

② 発行済株式の総数 4,693,200 株 

 

③ 株主数 6,511 名 

 

④ 大株主（上位 10 名） 

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率 

キ ャ リ ア バ ン ク 株 式 会 社 1,640,800 株 34.96％ 

佐 藤 良 雄 259,200 株 5.52％ 

目 時 伴 雄 195,000 株 4.16％ 

熊 谷 浩 二 189,800 株 4.04％ 

日 本 社 会 保 険 労 務 士 法 人 100,000 株 2.13％ 

株 式 会 社 T K S 95,200 株 2.03％ 

牧 野 哲 也 87,100 株 1.86％ 

加 藤 徹 嘉 80,000 株 1.70％ 

中 瀬 浩 一 63,900 株 1.36％ 

Ｓ Ｂ Ｉ ビ ジ ネ ス ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社 48,800 株 1.04％ 

（注）持株比率は自己株式（60 株）を控除して計算しております。 

 

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況 

該当事項はありません。 

 

(2) 新株予約権等の状況 

① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された

新株予約権の状況 

該当事項はありません。 

 

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況 

該当事項はありません。 

 

③ その他新株予約権等の状況 

該当事項はありません。 
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３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

(1) 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要 

2025 年３月 31 日現在、取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを

確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の

概要は以下のとおりであります。 

① 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確

保するための体制 

イ．当社及び子会社は、経営方針のひとつにコンプライアンス（法令遵守）及び倫理的

行動を掲げており、全役員並びに使用人に対して、研修等を通じて法令遵守や行動

規範の周知徹底を図り、「コンプライアンス規程」及び「企業行動規範」に則った

企業活動を行う。 

ロ．内部監査部門は、各部門の業務が法令及び定款に基づいて実施されているかどうか

を計画的に監査し、社長に報告する。 

ハ．法令違反を早期に発見し、違反状態の早期解消を図るために、使用人が直接情報提

供を行う手段として「内部通報規程」に基づく内部通報制度を確立する。 

ニ．企業活動上求められる法令・規則等の遵守はもとより、社会規範に則した誠実かつ

公正で透明性の高い企業活動を遂行することを目的とし、コンプライアンス委員会

を設置している。 

 

② 当社及び子会社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

取締役の意思決定又は取締役に対する報告に対しては、「取締役会規程」、「文書取

扱規程」、「稟議規程」及び「職務権限規程」の定めるところに従い、取締役会の議事

録及び稟議書を作成し、適切に保存・管理する。 

 

③ 当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

イ．「業務分掌規程」及び「職務権限規程」その他の社内規程に従い、各取締役が担当

の分掌範囲について責任を持ってリスク管理体制を構築する。リスク管理の観点か

ら重要事項については、取締役会の決議により規程の制定、改廃をする。 

ロ．自社情報、顧客情報及び個人情報の各情報管理の徹底を図るとともに、漏洩対策に

も積極的に取り組み、ＩＴ技術の進歩に合わせたセキュリティ体制構築を継続して

確立する。 

 

④ 当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

イ．当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎と

して、取締役会を毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催す

る。また、子会社においては、必要に応じて適宜開催している。 

ロ．取締役会の決定に基づく業務執行については、「組織規程」、「稟議規程」、「業

務分掌規程」及び「職務権限規程」を制定し、取締役及び使用人の業務の執行が効

率的に行われるよう体制を構築しているが、業務効率の更なる向上を目指し、業務

の合理化及びＩＴ化を進めていくものとする。 

 

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

イ．子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

「子会社管理規程」に基づき、業績及び経営状況に影響を及ぼす重要な事項について、

子会社は当社へ定期的に報告し、又は事前協議を行う体制を構築している。 

ロ．その他の当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体

制 

子会社に対しては、当社の内部監査部門が定期的に監査を実施している。 

 

⑥ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
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に関する事項 

監査等委員会の職務を補助すべき使用人の設置について、監査等委員会の要請があっ

た場合には、適切な人員を配置する。 

 

⑦ 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する監査等委員

会の指示の実効性の確保に関する事項 

上記の使用人の人事、評価等については、監査等委員会の意見を聴取し、尊重する。

また、監査等委員会より要請のある場合、上記の使用人は監査等委員会の指揮・監督の

もと、監査等委員会の指示業務を優先して行うものとする。 

 

⑧ 当社の監査等委員会への報告に関する体制 

イ．当社の取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制、及び子会社の取締

役、監査役、業務を執行する社員及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当

社の監査等委員会に報告するための体制 

当社の取締役及び使用人、子会社の取締役及び使用人等は、必要と判断したときは

重要な業務執行に関し、監査等委員会に対して報告を行うとともに、必要に応じて稟

議書その他業務遂行に関する帳簿及び書類等の提出や、状況説明をする。 

ロ．その他監査等委員又は監査等委員会への報告に関する体制 

監査等委員会は重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、「監査

等委員会規則」及び「監査等委員会監査等基準」に基づき次に掲げる業務を行うこと

ができる。 

・取締役会への出席 

・重要な決裁文書の閲覧と確認 

・取締役忠実義務違反の監査 

・定時監査業務報告書作成、協議 

・次期監査方針、計画、業務分担の作成 

・計算書類及び附属明細書の検討並びに精査 

・監査報告書の作成、提出 

・取締役の職務執行が適法性を欠く恐れがないかの確認 

 

⑨ 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないこと

を確保するための体制 

当社及び子会社は、監査等委員会に前項の報告を行った者に対して、当該報告を理由

として不利な取扱いを行うことを禁止する。 

 

⑩ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

監査等委員による職務の執行に伴う費用の前払い又は償還の請求があった場合には、

当該監査等委員の職務の執行に必要でないと明らかに認められる場合を除き、その請求

に応じ当社もしくは子会社はすみやかに支出する。 

 

⑪ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

イ．監査等委員会と代表取締役は適宜会合を持ち、監査上の重要課題等について意見を

交換し、相互認識を深めるよう努める。 

ロ．監査等委員会は内部監査部門と緊密な連携を保つとともに、必要に応じて内部監査

部門に調査を求める。 

ハ．監査等委員会は、会計監査人と定期的に会合を持ち、意見交換及び情報の交換を行

うとともに、必要に応じて会計監査人に意見を求めるものとする。 

 

⑫ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 

当社は、「反社会的勢力に対する基本方針」及び「反社会的勢力への対応に関する規
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程」を制定して、反社会的勢力との一切の関係を排除するための組織体制その他の対応

に関する事項を定めることにより、反社会的勢力との関与、被害を防止するとともに、

会社の社会的責任を果たすことを基本的な考え方としている。 

 

⑬ 反社会的勢力排除に向けた整備状況 

イ．取引先等の調査を適宜実施し、反社会的勢力との契約を未然に防止している他、取

引先等に反社会的勢力の実質的な関与があると認められる場合は、契約を解除でき

る旨を契約書に明記して、反社会的勢力の排除を徹底している。 

ロ．管轄警察署、全国暴力追放運動推進センター等の外部専門機関との連携を密にして

情報入手に努めている。 

 

⑭ 財務報告の信頼性を確保するための体制 

当社は、財務報告の信頼性を確保するため、「内部統制評価基本規程」をはじめとす

る関連規程を整備・運用している。また、金融商品取引法の定める内部統制報告書の提

出に向け、内部統制の仕組みが適正に機能することを継続的に評価し、必要に応じ是正

措置を実施する。また、子会社に関しても、当社の体制に準じて運用を行っている。 

 

 

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

① 内部統制システム全般 

当社は内部統制システム全般の整備・運用を当社の監査等委員会及び内部統制担当部

署である社長室がモニタリングし、改善を進めております。監査等委員会及び社長室は、

内部監査計画に基づき、当社の業務の適正性、法令遵守状況並びにリスク管理に関する

業務監査、財務報告に係る内部統制監査等を行っております。 

 

② コンプライアンス 

年１回以上コンプライアンスに係る研修を実施しており、当社全役職員のコンプライ

アンス意識の向上を図っております。また、当社は内部通報規程に基づいて内部通報窓

口を設置し、コンプライアンスの実効性向上に努めております。 

 

③ 取締役会の主な運用状況 

取締役会規程に基づいて、定時取締役会は毎月１回以上開催しており、取締役の職務

の執行状況、内部統制システムの運用状況、経営リスク等の審議をしております。 

 

④ 監査等委員会の職務の執行 

監査計画に基づき監査を実施するとともに、取締役会その他重要な会議への出席、重

要書類の点検、代表取締役との定期的な意見交換等を行って、取締役の職務の執行状況、

内部統制の運用状況等の監査を行っております。 

 

            

４．会社の支配に関する基本方針 

特記すべき事項はありません。 
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連 結 注 記 表 

 
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 

(1) 連結の範囲に関する事項  

・連結子会社の数   ３社 

・連結子会社の名称  栄光信息技術（青島）有限公司 

           株式会社ビズライト・テクノロジー 

           栄光未来信息技術（上海）有限公司 

・連結の範囲の変更   当連結会計年度から栄光未来信息技術（上海）有限公司を連結 

の範囲に含めております。これは、2025年２月19日付で当社が 

新たに櫻智而望企業管理咨詢（上海）有限公司の出資持分を取 

得したことによるものです。 

                

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項 

栄光信息技術（青島）有限公司の決算日は12月31日であります。 

連結計算書類の作成に当たっては、連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った

計算書類を基礎としております。 

株式会社ビズライト・テクノロジーの決算日は、連結決算日と一致しております。 

栄光未来信息技術（上海）有限公司の決算日は12月31日であります。なお、みなし取

得日を2025年３月31日としており当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結して

おります。 

 

(3) 会計方針に関する事項 

 ①  重要な資産の評価基準及び評価方法 

   イ 棚卸資産 

製品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

に基づく簿価切り下げの方法により算定）を採用しており

ます。 

ロ デリバティブ 

時価法を採用しております。 

 

②  重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産 

 

定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に

取得した建物附属設備については、定額法を採用しておりま

す。 

耐用年数は以下のとおりであります。 

建物附属設備     ３～15年 

工具、器具及び備品  ３～10年 

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、

３年間で均等償却する方法を採用しております。 

ロ 無形固定資産 

 

定額法を採用しております。 

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づいております。 

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、

３年間で均等償却する方法を採用しております。 
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③  引当金の計上基準 

貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 

④ 収益及び費用の計上基準 

  （ＢＰＯ事業） 

給与計算及びそれに関連するサービスの提供を行っております。給与計算関連サー

ビスについては、顧客との契約における義務を履行するにつれて顧客が便益を享受す

ることから、サービスの提供の進捗度に応じて履行義務が充足していくものであると

判断し、現在までに企業の履行が完了したサービスに対し、その対価の額を顧客から

受け取る権利を有した部分について収益を認識しております。また、タイムレコー

ダー等の商品販売については、約束した財が顧客に提供された時点において顧客が当

該財に対する支配を獲得し、履行義務が充足されたものと判断していることから、当

該時点で収益を認識しております。なお、当社が代理人として勤怠管理機器等の商品

販売に関与している場合には、純額で収益を計上しております。 

 

 （ソフトウエア・ハードウエア開発事業） 

  受託システム開発については、主に請負契約に基づき開発を行う義務を負っておりま 

す。当該履行義務は一定期間にわたり充足される履行義務であり、契約期間にわたる

開発の進捗に応じて充足されるため、開発の進捗度に応じて収益を認識しております。

なお、契約期間がごく短期間のものは完全に履行義務を充足した時点で収益を認識し

ております。受託開発後の保守メンテナンスサービスについては時の経過とともに充

足されるため、契約期間に応じて一定の期間にわたり収益を認識しております。また、

ハードウエアの販売については、約束した財が顧客に提供された時点において顧客が

当該財に対する支配を獲得し、履行義務が充足されたものと判断していることから、

当該時点で収益を認識しております。 

 

⑤ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日

の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算

し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に計上しております。 

   

  ⑥ のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

     のれんについては、５年間の定額法により償却を行っております。 

負ののれんについては、当該負ののれんが生じた連結会計年度の利益として処理を

しております。 
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２．会計上の見積りに関する注記 

（1）のれんの評価 

   ①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

 当連結会計年度 

のれん 32,626千円 

 

   ②識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

        2022 年４月 30 日に株式会社ビズライト・テクノロジーの株式を取得し、子会社化した

際に計上したものであり、５年間の定額法により償却を行っております。 

減損の兆候は、のれんを含めた資産グループについて、営業活動から生ずる損益の継

続的な赤字、回収可能価額を著しく低下させる使用範囲又は方法の変化、経営環境の著

しい悪化、市場価格の著しい下落などの事象の有無により判断しております。また、減

損の兆候がある場合には、減損損失を認識するかどうかの判定は、当該資産グループか

ら得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較することによって

行っており、割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上することとしており

ます。なお、当連結会計年度においては、減損の兆候は識別されなかったことから、減

損損失を認識しておりません。 

減損の兆候の把握は、経営環境の悪化の程度の判断等において経営者の判断が必要と

なります。また、資産グループの継続的使用によって生じる将来キャッシュ・フローの

見積りは、将来の事業計画を基礎としており、その主要な要素である売上高や利益の予

測は、今後の市場動向や事業戦略等の影響を受け、また、不確実性を伴うことから、減

損損失の認識の判定に重要な影響を及ぼします。 

将来の不確実な経済状況及び当社グループの経営状況の変化により、将来キャッ

シュ・フローの見積りに重要な影響が生じた場合には、翌連結会計年度以降の連結計算

書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。 

 

３．連結貸借対照表に関する注記 

有形固定資産の減価償却累計額 148,438千円
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４．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株 式 の 種 類 

当連結会計年度

期 首 の 株 式 数

（株） 

当連結会計年度

増 加 株 式 数 

（株） 

当連結会計年度

減 少 株 式 数 

（株） 

当連結会計年度

末 の 株 式 数 

（株） 

普 通 株 式 4,693,200 － － 4,693,200 

 

(2) 剰余金の配当に関する事項 

①  配当金支払額等 

2024年６月21日開催の第27期定時株主総会決議による配当に関する事項 

・配当金の総額 56,317千円 

・１株当たり配当額 12円 

・基準日 2024年３月31日 

・効力発生日 2024年６月24日 

 

  

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度 

   となるもの 

2025年６月25日開催予定の第28期定時株主総会において次のとおり付議いたします。 

・配当金の総額 61,010千円 

・配当の原資 利益剰余金 

・１株当たり配当額 13円 

・基準日 2025年３月31日 

・効力発生日 2025年６月26日 
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５．金融商品に関する注記 

 (1) 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、資金運用については主として短期的な預金等を行っており、運転

資金については銀行借入等金融機関から調達しております。 

 

② 金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

敷金は、主に事務所の賃借に係るものであり、差入の相手先の信用リスクに晒され

ております。 

営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。また、

未払金についても同様にそのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。営業債務

のうち一部外貨建てのものについては、為替の変動リスクに晒されております。 

当社で外貨建借入金に係る為替変動リスクの軽減を図るために通貨スワップ取引を

利用し、元利金の固定化を実施しております。 

 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

イ 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

     当社グループは、営業債権については、営業管理規程に従い、取引先の状況を

定期的にモニタリングし、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状

況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

敷金については、相手先の信用状態を十分に検証するとともに、相手先の状況を

モニタリングし、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っており

ます。 

ロ 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理 

当社グループは、外貨建債務については、為替変動による影響を把握しておりま

す。また、為替変動リスクに備えるため外貨建の借入金について通貨スワップ取引

を利用することがあります。これは主として外貨建の借入債務をヘッジするための

ものであり、外貨建借入金の範囲内で行うこととしております。当該デリバティブ

取引に係るリスク管理及び取引については取締役会に付議の上決定しております。 

ハ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

月次決算の資料及び事業計画に基づき、手許流動性の維持などにより流動性リス

クを管理しております。 

 

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

 金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件

等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。 
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 (2) 金融商品の時価等に関する事項 

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

敷金 60,639 56,832 △3,806 

資産計 60,639 56,832 △3,806 

デリバティブ取引

（注）２ 
6,942 6,942 - 

(注)

 

１．現金及び預金、売掛金、買掛金、未払金、未払法人税等は現金であること、または概ね短期間で決済されるた

め時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。 

２．デリバティブ取引において生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。 

 

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 
   金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、

以下の3つのレベルに分類しております。 

   レベル1の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価

格により算定した時価 

   レベル2の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ

ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

   レベル3の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

           時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合

には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算

定に おける優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

敷金 

敷金の時価の算定は、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な利率で割

り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引の時価の算定は、取引金融機関から提示される価格に基づいて評価

しているため、レベル２の時価に分類しております。 
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６．収益認識に関する注記 

 (1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

                                   （単位：千円） 

 報告セグメント 
その他 合計 

BPO 事業 

売上高    

給与計算関連サービス 1,991,383  － 1,991,383 

ソフトウエア・ 

ハードウエア開発 
－ 11,148 11,148 

BPO その他サービス 119,211 － 119,211 

顧客との契約から生じる

収益 
2,110,595 11,148 2,121,744 

その他の収益 － － － 

外部顧客への売上高 2,110,595 11,148 2,121,744 

 

 (2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

「連結注記表 １．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

等 (3) 会計方針に関する事項 ④収益及び費用の計上基準」に記載のとおりでありま

す。 

 

 (3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報 

① 契約負債の残高等 

 連結会計年度 

契約負債（期首残高） 28,965千円

契約負債（期末残高） 18,901千円

   （注） 契約負債は主に BPO その他サービスに係る前受金で、連結計算書類上、流動負債の

「その他」に計上しており、収益を認識する際に充当され残高が減少いたします。 

当連結会計年度に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれてい

た額は 28,760 千円であります。 

 

② 残存履行義務に配分した取引価格 

    当社及び連結子会社では、当初の予想契約期間が 1 年以内の取引であること又は現

在までに企業の履行が完了した部分に対する顧客にとっての価値に直接対応する対価

の額を顧客から受け取る権利を有していることから、実務上の便法を適用し、残存履

行義務に関する情報の記載を省略しております。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額 383円77銭

(2) １株当たり当期純利益 9円21銭
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８．企業結合に関する注記 

（取得による企業結合） 

（１）企業結合の概要 

①被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称：櫻智而望企業管理咨詢（上海）有限公司 

事業の内容：人事管理サービスの提供及び保守 

②企業結合を行った主な理由 

櫻智而望企業管理咨詢（上海）有限公司は、日本国内で人事管理・給与計算アウト

ソーシング事業最大手の一社であるエイチアールワン社の完全子会社として中華人民共

和国（以下「中国」という。）上海市で主に中国に進出している日系企業に対して、人

事管理サービスの提供をしている会社であります。同社を子会社化することにより、同

じく当社子会社である栄光信息技術（青島）有限公司とともに中国国内でのＨＲ分野に

係る事業領域の拡大及びバックオフィス業務におけるＤＸ化ニーズにあわせたサービス

の更なる拡大が図れるものと判断し、当社グループ企業として迎え入れることといたし

ました。 

③企業結合日 

2025年２月19日 

④企業結合の法的形式 

現金を対価とする出資持分取得 

⑤結合後企業の名称 

 栄光未来信息技術（上海）有限公司 

⑥取得した議決権比率 

100％ 

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価として出資持分を取得したことによるものです。 

 

（２）連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間 

当連結会計年度は貸借対照表のみを連結しているため、被取得企業の業績は当連結会

計年度の業績に含まれておりません。 

 

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価 現金 54,314千円 

取得原価  54,314千円 

 

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額 

財務デューディリジェンス費用 1,420千円 

 

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

①発生した負ののれんの金額  

10,511千円 

②発生原因         

受入れた資産の時価純資産額が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益

として計上しております。  
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貸 借 対 照 表 
（2025 年３月 31 日現在） 

（単位：千円） 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 1,379,829 流 動 負 債 286,286 

現 金 及 び 預 金 1,109,605 買 掛 金 40,164 

売 掛 金 160,081 1 年以内返済予定長期借入金 123,540 

前 払 費 用 37,572 未 払 金 44,461 

そ の 他 72,665 未 払 費 用 31,040 

貸 倒 引 当 金 △96 未 払 法 人 税 等 7,974 

固 定 資 産 474,490 前 受 金 18,901 

有 形 固 定 資 産 53,087 預 り 金 3,068 

建 物 附 属 設 備 8,779 そ の 他 17,134 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 44,308 負 債 合 計 286,286 

無 形 固 定 資 産 260,952 純 資 産 の 部 

ソ フ ト ウ エ ア 260,952 科 目 金 額 

投 資 そ の 他 の 資 産 160,450 株 主 資 本 1,568,033 

関 係 会 社 株 式 90,278 資 本 金 564,284 

出 資 金 10 資 本 剰 余 金 399,260 

長 期 前 払 費 用 10,749 資 本 準 備 金 399,260 

繰 延 税 金 資 産 4,931 利 益 剰 余 金 604,524 

敷 金 54,479 利 益 準 備 金 272 

そ の 他 0 そ の 他 利 益 剰 余 金 604,252 

  繰 越 利 益 剰 余 金 604,252 

  自 己 株 式 △36 

  純 資 産 合 計 1,568,033 

資 産 合 計 1,854,319 負 債 純 資 産 合 計 1,854,319 

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書 

( 2024 年４月１日から ) 2025 年３月 31 日まで 

 
（単位：千円）

科 目 金 額 

売 上 高  2,110,595 

売 上 原 価  1,683,389 

売 上 総 利 益  427,206 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  426,039 

営 業 利 益  1,167 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 3,192  

受 取 配 当 金 69,766  

そ の 他 6,720 79,679 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 2,639  

為 替 差 損 540  

デ リ バ テ ィ ブ 評 価 損 457 3,636 

経 常 利 益  77,210 

税 引 前 当 期 純 利 益  77,210 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 18,150  

法 人 税 等 調 整 額 145 18,296 

当 期 純 利 益  58,914 

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 

( 2024 年４月１日から ) 2025 年３月 31 日まで 
 

 

 

（単位：千円） 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 

自己株式 
株 主 資 本 

合 計 資 本 

準 備 金 

資 本 剰 余 

金 合 計 

利 益 

準 備 金 

その他利益

剰 余 金 利 益 剰 余 

金 合 計 繰 越 利 益 

剰 余 金 

当 期 首 残 高 564,284 399,260 399,260 272 601,655 601,927 △36 1,565,436 

当 期 変 動 額         

剰 余 金 の 配 当     △56,317 △56,317  △56,317 

当 期 純 利 益     58,914 58,914  58,914 

株 主 資 本 以 外 

の 項 目 の 当 期 

変 動 額 ( 純 額 ） 

       ― 

当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― ― 2,596 2,596 ― 2,596 

当 期 末 残 高 564,284 399,260 399,260 272 604,252 604,524 △36 1,568,033 

 

 純 資 産 合 計 

当 期 首 残 高 1,565,436 

当 期 変 動 額  

剰 余 金 の 配 当 △56,317 

当 期 純 利 益 58,914 

株 主 資 本 以 外 

の 項 目 の 当 期 

変 動 額 ( 純 額 ） 

― 

当 期 変 動 額 合 計 2,596 

当 期 末 残 高 1,568,033 

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

  



18 

 

個 別 注 記 表 

 
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

 ① 有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式及び関連会社株式  移動平均法による原価法を採用しております。 

 

② デリバティブの評価基準及び評価方法 

 デリバティブ  時価法を採用しております。 

 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備については、定額法を採用しております。 

耐用年数は以下のとおりであります。 

建物附属設備     ３～15年 

工具、器具及び備品  ３～10年 

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年

間で均等償却する方法を採用しております。 

 

② 無形固定資産 定額法を採用しております。 

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づいております。 

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年

間で均等償却する方法を採用しております。 

 

(3) 引当金の計上基準 

貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 

(4) 収益及び費用の計上基準 

  給与計算及びそれに関連するサービスの提供を行っております。給与計算関連サービ

スについては、顧客との契約における義務を履行するにつれて顧客が便益を享受するこ

とから、サービスの提供の進捗度に応じて履行義務が充足していくものであると判断し、

現在までに企業の履行が完了したサービスに対し、その対価の額を顧客から受け取る権

利を有した部分について収益を認識しております。また、タイムレコーダー等の商品販

売については、約束した財が顧客に提供された時点において顧客が当該財に対する支配

を獲得し、履行義務が充足されたものと判断していることから、当該時点で収益を認識

しております。なお、当社が代理人として勤怠管理機器等の商品販売に関与している場

合には、純額で収益を計上しております。 

 

(5) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。 
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２．貸借対照表に関する注記 

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 133,780千円

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 63,480千円

短期金銭債務 169,835千円

 

３．損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

売上高 9,839千円

売上原価 456,899千円

販売費及び一般管理費 2,442千円

 

営業取引以外の取引による取引高 

受取配当金 69,766千円

受取利息 15千円

教育研修業務委託 1,291千円

支払利息 2,639千円

資産購入高 95,283千円

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当事業年度期首

の株式数（株） 

当事業年度増加

株 式 数 

（株） 

当事業年度減少

株 式 数 

（株） 

当事業年度末の

株 式 数 

（株） 

普 通 株 式 60 － － 60 
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５．税効果会計に関する注記 

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 繰延税金資産   

 資産除去債務 4,142 千円 

 賞与 2,021  

 未払事業税 1,732  

 その他 1,592  

 繰延税金資産小計 9,488  

 評価性引当額 △4,556  

 繰延税金資産合計 4,931  

 繰延税金資産の純額 4,931  

 

(2) 法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

  「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第 13 号））が 2025 年３月 31 日

に国会で成立したことに伴い、2026 年４月１日以後に開始する事業年度より、「防衛特

別法人税」の課税が行われることになりました。 

これに伴い、2026 年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異に

係る繰延税金資産及び繰延税金負債については、法定実効税率を 30.4％から 31.3％に変

更し計算しております。 

この変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額、法人税等調整額に係る影響額

はありません。 
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６．関連当事者との取引に関する注記 

 子会社等 

種 類 
会社等の

名 称 
所 在 地 

資本金又は

出 資 金 

事 業 の 

内 容 

議決権等 

の 所 有 

(被所有) 

割合(％) 

関連当事者と

の 関 係 

取引の

内容 

取引金額 

（千円） 
科 目 

期末残高 

（千円） 

子会社 

栄 光 信 息 

技術（青島） 

有 限 公 司 

（注）１ 

中 国 

山 東 省 

青 島 市 

2,000 

千元 

Ｂ Ｐ Ｏ 

事 業 
直接 100.0 

給与計算業

務の委託 

役員の兼任 

業務

委託 
449,771 

買掛金 22,285 

未払金 17 

配当金

の受取 
69,766 － － 

資金の

借入 
－ 

１年以

内返済

予定長

期借入

金 

123,540 

借入 

利息 
2,639 

未払 

利息 
319 

子会社 

株 式 会 社 

ビズライト・

テクノロジー 

（注）２ 

北 海 道 

札 幌 市 

10,000 

千円 

ソフトウ

エ ア ・

ハードウ

エア開発

事業 

直接 100.0 

サーバー保

守・ソフト

ウエア開発 

役員の兼任 

ソフト

ウエア

開発  

95,283 未払金 21,303 

資金の

貸付 
60,000 

短期 

貸付金 
60,000 

（注）１．栄光信息技術（青島）有限公司については、当社代表取締役熊谷浩二氏が董事長を務めております。 

２．株式会社ビズライト・テクノロジーについては、当社代表取締役熊谷浩二氏が代表取締役会長を務めておりま

す。 

３．取引の価格について業務委託は、一般取引条件と同様に決定しており、ソフトウエア開発は、契約ごとに提示さ

れた金額を検討し、交渉の上決定しております。 

４．資金の貸付及び借入については、市場金利を勘案して利率を決定しております。 

 

７．収益認識に関する注記 

   顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

「個別注記表 １．重要な会計方針に係る事項に関する注記 (4)収益及び費用の計上

基準」に記載のとおりであります。 

 

８．１株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額 334円11銭

(2) １株当たり当期純利益 12円55銭

 
 

９．企業結合に関する注記 

「連結注記表 ８．企業結合に関する注記」に記載のとおりであります。 

 
 


